
　「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクールは、次世代を担う小・中学生に、
日本の豊かな食卓と国土を作り上げてきた稲作をはじめとする農業についての学
びを深めてもらうことを目的に、昭和51年から毎年実施しています。
　令和５年に行われた岩手県コンクールには233点(作文173点、図画60点)の
応募がありました。今回は、JA管内から選ばれた上位入賞作品をご紹介します。
　なお、学校・学年は令和５年時のものとなります。
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惟人さんからひとこと
　自分で「おいしいごはんを食べているなぁ」と思いながら描きました。
賞に選ばれた時はびっくりしたけれど、学校の皆が「惟人くんすごーい！」
と言ってくれたり、お父さん、お母さん、じじ、ばばにお祝いしてもらっ
たりしてうれしかったです。図画は、完成したらどうなるかとイメージし
ながら、想像のキャラクターや世界を描ける所が楽しいです。

蓮さんからひとこと
　みそおにぎりが大好きで、お母さんに作ってもらったり、自分でも焼い
たりしてよく食べています。今回は自分が楽しく作っている時のことを思
い出しながら描きました。賞に選ばれると思っておらず驚きましたが、家
族や先生、友達に「すごいね」とたくさん言われてとてもうれしくなりま
した。絵は、自分がイメージしたことを自由に表現できる所が好きです。
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